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地区出向者方針発表 

ります。 
③前年度の例会出席皆勤賞の皆様の中で、パレスホ
テルにてケーキの引換券を利用していない会員がお
ります。締切が迫っていますので、ぜひ利用ください。 
④10 月 24 日（日）は、世界ポリオデーイベント例会
を企画しております。当日は赤いポリオ T シャツを
全員で着用予定。購入未済の会員は本日締切ですの
で、ぜひご購入下さい。 
⑤本日例会終了後、ソニックシティ地下イベント広
場にて、2020-21 年染谷年度の創立記念イベント「東
京オリンピック・パラリンピック競技種目の世界記
録を観てみよう」の前で記念撮影を行います。 
なお、本日赤いタオルを配布しておりますが、これは
インターアクト委員会の土屋隆弘委員ご提供です。
先日、聖火リレー埼玉県のゴールでは花咲徳栄高校
吹奏楽部の演奏で最終走者をお迎えしました。花咲
徳栄高校と我がインターアクトクラブの埼玉栄高校
とは同じグループで、そのご縁で大宮西 RC へと寄贈
してくださいました。ぜひこの赤いタオルと一緒に
記念撮影に臨んでください。 
 
 
 
■大宮ロータリークラブ 

会長 田中 康之 様 
幹事 内藤 考三 様 

大宮西 RC は会員数の多
さです。地区にも多くの
方が出向されており、活
性化しています。ひとつ
でもヒントを持ち帰れればと思います。 

■岩槻東ロータリークラブ 
会長 奥津 雅史 様 
幹事 増渕  明 様 

我がクラブは 25 名で活動し
ています。ガンちゃんに
は、我がクラブのお手伝い
をしていただいています。

ありがとうございます。増強は我がクラブにおいて
も重点項目、しっかりやっていきたいです。 
■大宮北東ロータリークラブ 

会長 武田 紘一 様 
幹事 長谷川 秀明 様  

当クラブは昨年で 30 周年、
でも行事はコロナ禍でなに
もできず。今年は一からや
り直しです。６月に、テレ
玉のニュースで大宮西 RC
の活動が流れてました。台風が近づいています。台
風がコロナをかっさらってくれないかと想像したり
しています。 
 
 
 
■米山記念奨学委員会  
 委員長 星野 良江 
 より、奨学金支給 
 
 
 
■米山記念奨学部門 委員長 藤嶋 剛史■ 
抱負はガバナー月信８月号に載るのでご覧ください。 
地区米山の奉仕事業として懐かしのポップコーン販
売を 10/24 の世界ポリオデーでやります。場所はス
テラタウンでほぼ決定だそうです。 
当日はステージを使って米山奨学生の出番も作りま
す。ガンちゃん含む聖学院ベトナム三人娘の民族衣

装ダンスなどあると思いますので、
ぜひ皆さん応援に来てくださいね。 
■国際交流委員会 島村 まり子 ■ 

国際交流委員会の
活動は、国際大会へ
の皆様の出席への
お誘い、友好地区で
ある韓国 3750 地区
との交流の推進、海外との姉妹及び
友好クラブの紹介と情報提供、そし
て台湾 3490 地区と日台親善会議を

推進し、将来友好構築になるよう努力すること。 
韓国 3750 地区との交流では、日韓関係がやや冷え込
んでいる中で、仙台で開催された日韓親善会議にお
いて、日本サイドで一番多くの参加者は 2770 地区で
あり、韓国は 3750 地区の参加者数が群を抜いており
ました。この流れをさらに進めるために国際交流部
内のメンバー一同で活動してまいります。 
■資金推進委員会 竹内 雅人■ 
昨年同様、財団月間の卓話を各クラ
ブに行きお話しして、財団の仕組み
をお知らせします。 
出向４年目ですが、奥津会長・内藤幹
事、尊敬できるお二人と親しくして
いただけるようになりました。皆さ
んもクラブを飛び出して活躍してく
ださい。 
■インターアクト委員会 横溝 一樹■  

地区委員を務めるのも今年で３年目
となりますが、過去２年間のうち実
に３/４がコロナ禍の影響の中にあ
りました。昨年・一昨年に続き本年度
も、当 2770 地区インターアクト委員
会の主要事業でもある韓国 3750地区
とのインターアクター交流事業の中
止が決定されるなどまだまだ正常化

には遠い段階にあると感じますが、昨年は中止とな
った８月のインターアクト年次大会がオンライン開
催という形で再開されることとなりました。このよ
うに制限がある中でもできることを探し、今までの
事業を新しい方法・新しい形態での活動にアップデ
ートしていくことの必要性を感じています。新規事
業としてもロータリーが対象としている 12 歳まで活
動の幅を広げ、各中学校にインターアクトクラブの
設立を提唱することが計画されております。 
このように既存事業の継続・再開に向けた準備と、新
規事業へのチャレンジの二つにコロナウイルス感染
症の情勢を見ながら取り組んでいくことになるかと
思います。引き続き難しい状況が続くと思われます
が、少しでも地区インターアクト委員会の力となれ
るよう尽力して参ります。 
■公共イメージ向上委員会 石丸 主憲■ 
地区への出向は初めてですが刺激も
多く色々学ばせてもらっております。
公共イメージ向上委員会の今年度の
方針の一つとしてソーシャルメディ
アの利用開発というものがあります。
今、委員会として主に取り組んでいる
ことは、「みらいの扉」というガバナ
ーチャンネルの発信について、どのようにすれば多
くの方に見てもらえるかを議論し、企画・製作をして
いるところです。今年度、ガバナーは松本ガバナーな
ので、「みらいの扉 まっチャンネル」として、各クラ
ブとガバナーがもっと近い感じになるような試みに
取り組んでいるところです。 
毎月配信を計画しており、テーマや形式等を現在進
めている最中で、委員会メンバーもＭＣとしてチャ
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